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１．研究ステーション名     技能情報学研究ステーション 

   研究代表者名 大学院情報システム学研究科・教授・阪口豊 
 

２．研究組織 

  ＜学内構成員＞ 

情報システム学研究科 情報メディアシステム学専攻 教授 阪口 豊 

情報システム学研究科 情報メディアシステム学専攻 助教 饗庭絵里子 

情報システム学研究科 情報メディアシステム学専攻 特任助教 井上康之 

情報システム学研究科 情報メディアシステム学専攻 准教授 工藤俊亮 

情報理工学研究科 知能機械工学専攻 准教授 明 愛国 

情報理工学研究科 知能機械工学専攻 助教 舩戸徹郎 

  ＜学外構成員＞ 

名古屋大学 大学院工学研究科 機械理工学専攻 教授 宇野洋二 

大阪大学 大学院医学系研究科 教授 木下 博 

関西学院大学 理工学部 人間システム工学科 教授 長田典子 

山口大学 大学院理工学研究科 物理・情報科学科 教授 西井 淳 

京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科 先端ファイブロ科学部門 教授 濱田泰以 

お茶の水女子大学 大学院人間文化創成科学研究科 准教授 水村真由美 

筑波大学 生命領域学際研究センター  研究員 松井淑恵 
 

３．平成 25年度の研究の特筆すべき成果 

本ステーションは本年 10月に新たに設置したものであり，今年度は講演会・セミナー活動

を中心として構成員相互の議論を開始するとともに，科学研究費補助金の研究課題を共同で

申請するなど，来年度からの本格的活動に向けた下地作りを進めた．特に，京都工芸繊維大

学の伝統みらい教育センターとの連携を開始し，ステーション設置以前から共同で進めてい

た研究成果について４件の学会発表を行った．このほか，外部資金としては，音楽家の演奏

技能に関連する研究課題についてヤマハ音楽振興会より既に 2件の助成金を獲得した．  
 

４．平成 25年度の研究成果の公表実績 

○平成 25年 11月 23日（土） キックオフ講演会 

代表挨拶 阪口豊 （電気通信大学） 

「技能情報学研究ステーションの概要」 

・招待講演１ 古川康一 先生 （嘉悦大学） 

「スキルサイエンスへの挑戦」  

・招待講演２ 水村真由美 先生（お茶の水女子大学） 

「観客が感動するダンス・バレエの動き」     

○平成 25年 12月 11日（水）：第１回セミナー 

招待講演  野村泰伸 先生 （大阪大学） 

「身体運動制御のマルチスケールシミュレーションの実現に向けて」 



○平成 26年 2月 28日（金）：第２回セミナー 

・招待講演  松井淑恵 先生 （筑波大学） 

「演奏家と行う知覚・運動システム研究の可能性」 
 

５．外部資金の獲得状況 

・ヤマハ音楽振興会研究活動支援 「楽音において身体性がもたらす効果の解析と理解」 

代表者：阪口豊 直接経費90万円・間接経費10万円 

・ヤマハ音楽振興会研究活動支援 「演奏における視覚入力・聴覚入力の優先性 

−個人差とその要因の実態調査−」 

代表者：松井淑恵 共同研究者：饗庭絵里子 直接経費45万円・間接経費5万円 
 

６．今後の研究発展 

本年度の準備の下で，来年度からは研究活動を本格的に展開する計画である．上述のとお

り構成員の共同研究について科学研究費補助金を複数申請しており，これらが採択されれば

活動の進展に拍車がかかるものと期待している． 

このほか，ステーションメンバーの情報交換および情報発信の場として，引き続き外部一

般に開かれたセミナーを開催するとともに，演奏技能に関する実験および成果発表の場とし

て，演奏会・実験・講演を合わせた公開講座を計画している． 
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「その他」： 
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